
生活
せいかつ

に役立つ
やくだ   

知識
ちしき

と技術
ぎじゅつ

の学び
まな  

の講座
こうざ

２ 

 

 

 

自分
じ  ぶん

の暮らし
く

に生かす
い

福祉
ふく し

制度
せい ど

 
 

 

講座
こうざ

  ２ 「障
しょう

がいのある方
かた

の福祉
ふくし

制度
せいど

」 

演習
えんしゅう

 ２ 「障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

」 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市
ひろしまし

こども療育
りょういく

センター
せ ん た ー

地域
ち い き

支援室
しえんしつ

  

指導員
しどういん

  鈴木
すずき

  秀
しゅう

穂
すい

 

 

 

 



「障
しょう

がいのある方
かた

の福祉
ふくし

制度
せいど

」 

 

はじめに福祉
ふくし

制度
せいど

と福祉
ふくし

サービスの説明
せつめい

をします。 

 

１、 手帳
てちょう

を持つ
も

ことで使える
つか

制度
せいど

を見て
み

みましょう。 

自分
じぶん

が持って
も

いる手帳
てちょう

で使える
つか

サービスを見て
み

みます。自分
じぶん

が持って
も っ て

いる手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

を確認
かくにん

して、表
ひょう

で見て
み

みましょう。 

（資料
しりょう

は広島県
ひろしまけん

ホームページより、「障害
しょうがい

のある人びと
ひ と び と

の福祉
ふくし

2010」の身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

・療育
りょういく

手帳
てちょう

・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の主要
しゅよう

福祉
ふくし

便覧
びんらん

を使
つか

います） 

 

２、福祉サービスの内容を見てみましょう。 

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の種類
しゅるい

は以下
い か

のようなものがあります。 

 

サービス名
めい

 内容
ないよう

 

介
護

か
い
ご

給
付

き
ゅ
う
ふ 

居宅
きょたく

介護
かいご

（ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ） 自宅
じ たく

で、入 浴
にゅうよく

、排せつ
はい

、食事
しょくじ

の介護
かいご

等
など

を行います
おこな

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 

重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

で常に
つ ね

介護
かいご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

に、自宅
じたく

で、

入 浴
にゅうよく

、排せつ
はい

、食事
しょくじ

の介護
かいご

、外 出
がいしゅつ

時
じ

における移動
いどう

支援
し えん

などを

総合的
そうごうてき

に行います
おこな

 

行動
こうどう

援護
えんご

 

自己
じ こ

判断
はんだん

能 力
のうりょく

が制限
せいげん

されている人
ひと

が行動
こうどう

するときに、危険
きけん

を

回避
かいひ

するために必要
ひつよう

な支援
しえん

、外 出
がいしゅつ

支援
しえん

を行います
おこな

 

重度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し えん

 

介護
かいご

の必要性
ひつようせい

がとても高い
たか

人
ひと

に、居宅
きょたく

介護
かいご

等
など

複数
ふくすう

のサービスを

包括的
ほうかつてき

に行います
おこな

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

 

（ショートステイ） 

自宅
じたく

で介護
かいご

する人
ひと

が病気
びょうき

の場合
ばあい

などに、短期間
たんきかん

、夜間
や かん

も含め
ふく

施設
し せつ

で、入 浴
にゅうよく

、排せつ
はい

、食事
しょくじ

の介護
かいご

等
など

を行います
おこな

 



療養
りょうよう

介護
かいご

 

医療
いりょう

と常時
じょうじ

介護
かいご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

に、医 療
い りょう

機関
きかん

で機能
きのう

訓練
くんれん

、

療 養 上
りょうようじょう

の管理
かんり

、看護
かんご

、介護
かいご

及び
およ

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の世話
せ わ

を行います 

生活
せいかつ

介護
かいご

 

常に
つね

介護
かいご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

に、昼間
ひるま

、入 浴
にゅうよく

、排せつ
はい

、食事
しょくじ

の介護
かいご

等
など

を行う
おこな

とともに、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

又
また

は生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き かい

を提 供
ていきょう

します 

 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

する人
ひと

に、夜間
やかん

や休 日
きゅうじつ

、入 浴
にゅうよく

、排せつ
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
かいご

等
など

をおこないます 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かいご

 

（ケアホーム） 

夜間
やかん

や休 日
きゅうじつ

、共 同
きょうどう

生活
せいかつ

を行う
おこ

住 居
じゅうきょ

で、入 浴
にゅうよく

、排せつ
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
かいご

等
など

をおこないます。 

訓
練

く
ん
れ
ん

等 と
う

給
付

き
ゅ
う
ふ 

自立
じりつ

訓練
くんれん

 

（機能
きのう

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

ができるよう、一定
いってい

期間
きかん

、

身体
しんたい

機能
きのう

又
また

は生活
せいかつ

能 力
のうりょく

の 向 上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を

行います
おこな

 

就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
など

への就 労
しゅうろう

を希望
きぼう

する人
ひと

に、一定
いってい

期間
きかん

、就 労
しゅうろう

に

必要
ひつよう

な知識
ちしき

及び
お よ

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行います 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

 

（Ａ型
がた

＝雇用型
こようがた

、Ｂ型
がた

） 

一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
など

での就労
しゅうろう

が困難
こんなん

な人
ひと

に、働く
はたら

場
ば

を提供
ていきょう

するとと

もに、知識
ちしき

及び
およ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を行います
おこな

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

（グループホーム） 

夜間
やかん

や休日
きゅうじつ

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行う
おこな

住居
じゅうきょ

で、相談
そうだん

や日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を行います
おこな

 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

（広島市
ひろしまし

） 

事業名
じぎょうめい

 内容
ないよう

 

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

、その保護者
ほごしゃ

、介護者
かいごしゃ

などからの相談
そうだん

に応じ
おう

、必
ひつ

要
よう

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

等
など

や権利
けんり

擁護
ようご

のために必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行います
おこな

。 

また、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

し、地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

やネットワー

クの構築
こうちく

を行います
おこな

。 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

等
とう

事業
じぎょう

 重度
じゅうど

障 害
しょうがい

のある人
ひと

等
など

に対し
たい

、自立
じりつ

生活
せいかつ

支援
しえん

用具
ようぐ

等
など

日 常
にちじょう

生活
せいかつ



用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

又
また

は貸与
たいよ

を行います
おこな

。 

移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

 

屋外
おくがい

での移動
い どう

が困難
こんなん

な障 害
しょうがい

のある人
ひと

について、外 出
がいしゅつ

のための

支援
しえん

を行います
おこな

。 

地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター 

障 害
しょうがい

のある人
ひと

が通い
かよ

、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

または生産
せいさん

活動
かつどう

の提 供
ていきょう

、

社会
しゃかい

との交 流
こうりゅう

の促進
そくしん

等
とう

の便宜
べんぎ

を図ります
はか

。 

日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

家族
かぞく

の就労
しゅうろう

支援
しえん

及び
およ

、一時的
いちじてき

な休 息
きゅうそく

のために、日 中
にっちゅう

、施設
しせつ

など

で一時的
いちじてき

に利用
りよう

して、見守り
み まも

等
とう

のｻｰﾋﾞｽを受けます
う

 

社会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

 

ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣
はけん

事業
じぎょう

 

外出
がいしゅつ

等
など

社会
しゃかい

参加
さんか

活動
かつどう

をするとき、市民
しみん

ボランティアの社会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰの派遣
はけん

を受けられます
う

。                                       

※移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

を併せて
あわ

利用
りよう

する場合
ばあい

、合わせて
あ

月
つき

80時間
じかん

を上限
じょうげん

とする。 
 
 

３、 福祉
ふくし

サービスの申請
しんせい

方法
ほうほう

について説明
せつめい

します 

（１）福祉
ふくし

サービスを利用
りよう

する準備
じゅんび

 

・ まず、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

などの「手帳
てちょう

」

を申し込み
もう  こ

しましょう。 

・ 手帳
てちょう

が無い
な

場合
ばあい

でも、発達
はったつ

障害
しょうがい

の診断
しんだん

があれば、主治医
しゅじい

の意見書
いけんしょ

で利用
りよう

が可能
かのう

です。 

（２）サービスの負担
ふたん

額
がく

 

・ 児童
じどう

の世帯
せたい

は使った
つか

サービスに応じた
おう

負担
ふたん

（利用
りよう

料金
りょうきん

の１割
  わり

負担
ふたん

）が発生
はっせい

します。（世帯
せたい

収入
しゅうにゅう

によって、上限
じょうげん

額
がく

が決まります
き

）。 

・ 18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

は、本人
ほんにん

収入
しゅうにゅう

に応じて
おう

負担
ふたん

が発生
はっせい

します。収入
しゅうにゅう

が少ない
すく

場合
ばあい

は、

負担
ふたん

額
がく

も下がります
さ

。 

（３）サービスの申請
しんせい

方法
ほうほう

について 

Ｑ１「申請
しんせい

はどこに行けば
い

よいですか？」 

→ お住まい
  す

の区
く

の福祉
ふくし

事務所
じ むしょ

です。市外
しがい

の方
かた

は市町村
しちょうそん

役場
やくば

の福祉課
ふくしか

へ。 



Ｑ２「申請
しんせい

の時
とき

に、準備
じゅんび

するものはありますか？」 

→ 各種
かくしゅ

手帳
てちょう

、印鑑
いんかん

を持って
も

行きましょう
い

。その場
ば

で申請
しんせい

できます。希望
きぼう

するサービス

の数
かず

によって、申
しん

請書
せいしょ

の枚数
まいすう

が違います
ちが

。 

Ｑ３「申請
しんせい

の時
とき

に気
き

をつける点
てん

はありますか？」 

→ 18歳
さい

以上
いじょう

の場合
ばあい

は、その日
ひ

は申請書
しんせいしょ

を記入後
きにゅうご

、日
ひ

を改めて
あらためて

（希望
きぼう

するサービス
さーびす

によ

って）障害
しょうがい

程
てい

度
ど

区分
くぶん

認定
にんてい

を受ける
う

必要
ひつよう

があります。 

Ｑ４「すぐに使えます
つか

か？」 

→ １ヵ月
  かげつ

程度
ていど

かかると思って
おも

ください。サービス
さーびす

利用
りよう

を開始
かいし

したい時期
じき

を検討
けんとう

して、余裕
よゆう

をもって申請
しんせい

に臨みましょう
のぞ

。 

Ｑ５「支給
しきゅう

決定後
けっていご

の流れ
なが

は？」 

→ 区
く

役所
やくしょ

は、「○○サービスを○○時間
   じ かん

使って
つか

もいい」という時
じ

間数
かんすう

（支給量
しきゅうりょう

）の決定
けってい

のみを行います
おこな

。 

支給
しきゅう

決定後
けっていご

は、事業所
じぎょうしょ

の一覧表
いちらんひょう

から、事業所
じぎょうしょ

を選んで
えら

連絡
れんらく

します。事業所
じぎょうしょ

と、

利用
りよう

の時間
じかん

、曜日
ようび

、ヘルパーの性別
せいべつ

などの条件
じょうけん

があえば、契約
けいやく

に至ります
いた

。一つ
ひと

の

事業所
じぎょうしょ

だけではなく、複数
ふくすう

の事業所
じぎょうしょ

と契約
けいやく

が可能
かのう

です。 

 

・制度
せいど

のことや、サービスのことなど、分からな
わ

いことがあったり、聞きたい
き

こと、困った
こま

こと

があったりする時
とき

は、地域
ちいき

の相談
そうだん

機関
きかん

を活用
かつよう

しましょう。 

① 広島市
ひろしまし

の区
く

の福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

（サービスや、制度
せいど

の申請
しんせい

など） 

福祉
ふくし

事務所名
じむしょめい

 電話番号
でんわばんごう

 

中福祉
なかふくし

事務所
じむしょ

 
082-504-2588 

東福祉
ひがしふくし

事務所
じむしょ

 
082-568-7734 

南福祉
みなみふくし

事務所
じむしょ

 
082-250-4132 

西福祉
にしふくし

事務所
じむしょ

 
082-294-6346 



安佐南
あさみなみ

福祉
ふくし

事務所
じむしょ

 
082-831-4946 

安佐北
あさきた

福祉
ふくし

事務所
じむしょ

 
082-819-0608 

安芸
あ き

福祉
ふくし

事務所
じむしょ

 
082-821-2813 

佐伯
さえき

福祉
ふくし

事務所
じむしょ

 
082-943-9769 

②広島市
ひろしまし

知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

（療育
りょういく

手帳
てちょう

の判定
はんてい

） 

相談
そうだん

機関
きかん

 電話番号
でんわばんごう

 

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

 
082-263-3695 

③障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
しえん

（障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

援助
えんじょ

や、各種
かくしゅ

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

） 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 主
しゅ

たる対 象
たいしょう

 所在
しょざい

区
く

 電話番号
でんわばんごう

 

生協
せいきょう

ひろしま障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえん

ｾﾝﾀｰ 身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

 中区
なかく

 
082-503-0715 

広島市
ひろしまし

こども療 育
りょういく

ｾﾝﾀｰ地域
ちいき

支援室
しえんしつ

 知的
ちてき

 東区
ひがしく

 
082-263-0683 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

ｾﾝﾀｰぬくもりのｻﾛﾝ 精神
せいしん

 東区
ひがしく

 
082-289-6088 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

ｾﾝﾀｰふれあい 精神
せいしん

 南区
みなみく

 
082-250-7830 

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

 光
こう

清
せい

学園
がくえん

 身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

 南区
みなみく

 
082-254-0905 

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

 いくせい 知的
ちてき

 西区
にしく

 
082-537-1771 

障 害 者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
しえん

ｾﾝﾀｰめーぷる 身体
しんたい

・知的
ちてき

 西区
にしく

 
082-503-5758 

大田川
おおたがわ

学園
がくえん

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

 知的
ちてき

 安佐南区
あさみなみく

 
082-848-0130 

生活
せいかつ

支援
しえん

ｾﾝﾀｰあさみなみ 身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

 安佐南区
あさみなみく

 
082-870-2788 

北部
ほくぶ

こども療 育
りょういく

ｾﾝﾀｰ療 育
りょういく

相談室
そうだんしつ

 知的
ちてき

 安佐北区
あ さ き た く

 
082-814-5801 

瀬
せ

野川
のがわ

学園
がくえん

障 害 者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

 知的
ちてき

 安芸区
あ き く

 
082-894-8958 

モルゲンロート 精神
せいしん

 安芸区
あ き く

 
082-892-3050 

西部
せいぶ

こども療 育
りょういく

ｾﾝﾀｰ療 育
りょういく

相談室
そうだんしつ

 知的
ちてき

 佐伯区
さえきく

 
082-943-6831 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

ｾﾝﾀｰいつかいち 精神
せいしん

 佐伯区
さえきく

 
082-943-5562 

 

 



４、サービスや、制度
せいど

をパソコンで調べましょう
しら

 

①「障害
しょうがい

のある人びと
ひと

の福祉
ふくし

」  

県内
けんない

の事業所
じぎょうしょ

の一覧
いちらん

が見れます
み

。 

広島県
ひろしまけん

ホームページ → ホームページの上
うえ

で検索
けんさく

「障害
しょうがい

のある人びと
ひと

の福祉
ふくし

」 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/62/1288079109843.html 

 

② 広島市
ひろしまし

のホームページ 

トップページ →「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

」で、広島市
ひろしまし

の福祉
ふく し

の情報
じょうほう

が得られます
え

。 

http://www.city.hiroshima.lg.jp 

 

③ 厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

のホームページ 

トップページ →「障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

」で、法律
ほうりつ

や制度
せいど

の動向
どうこう

を見る
み

ことができます。 

http://www.mhlw.go.jp/ 

 

５、サービスを利用
りよう

するにあたって 

サービスを利用
りよう

する前
まえ

に、「自分
じぶん

の生活
せいかつ

をふりかえりましょう！」（生活
せいかつ

チェッ

クシートを使って
つか

ください）で自分
じぶん

の生活
せいかつ

のことを書きます
か

。 

 

・ それぞれの項目
こうもく

について、１～３番
ばん

で、あてはまるものに○をつけてみまし

ょう。 

・ 自分
じ ぶん

の希望
きぼう

や、どんなところに助け
たす

が必要
ひつよう

なのか書い
か

てみましょう。

分からない
わ

ことは、近く
ちか

にいるスタッフに相談
そうだん

しながら書いて
か

みましょう。 

・ 自分
じ ぶん

でできるところ、助け
たす

がいるところを知って
し

おくことは、どんなサービ

スを利用
りよう

したいか決める
き

時
とき

に助け
たす

になります。 

 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/


演習
えんしゅう

２「障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

」 

 

これから、福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

について考えます
かんがえます

。 

 

１、「これからやってみたいこと」を書いて
か

みましょう。 

・ サービス利用
りよう

を考える
かんが

前
まえ

に、まず、自分
じぶん

がやってみたいことを書
か

いてみましょう。 

  （できる、できないではなくて、やってみたいことを書いて
か

みましょう） 

・ 「やってみたいこと」は、ひとつでなくていいです。たくさんあってもいいです。 

・ 例
れい

を見ながら
み

、考えて
かんが

もいいです。（ニード整理表
せいりひょう

に例
れい

を参考
さんこう

にして記入
きにゅう

してみましょう） 

・ 分からない
わ

時
とき

は、スタッフの人
ひと

と話
はなし

をして書いて
か

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やってみたいこと それをするのに不安なこと 助けてもらいたいこと 助けてくれそうな人 

使えそうなサービス 

    

    

 

 

（記入欄
きにゅうらん

小さく
ちい

して、省略
しょうりゃく

しています） 

例えば
たと

 

・ 家
いえ

を探す
さが

ことが不安
ふあん

 

・ 家賃
やちん

を払える
はら

か不安
ふあん

 

・ チケット
ちけっと

の買い方
かいかた

が

分からない
わ

 

・ 相談
そうだん

するところがな

い 

など                            

例えば
たと

 

・ 一緒
いっしょ

に家
いえ

を探す
さが

 

・ お金
おかね

の管理
かんり

 

・ チ ケ ッ ト の 予約
よやく

を

教えて
おし

ほしい（パソコン

の予約
よやく

など） 

・  

など 

例えば
たと

 

・ 家族
かぞく

 

・ ヘルパーさん 

・ 近所
きんじょ

の人
ひと

 

・ 友だち
とも

 

・ 相談
そうだん

支援
しえん

 

・ かけはし 

など 

例えば
たと

 

 

・ 一人暮らし
ひとりぐ

をした

い 

・ ○○のコンサート

に行きたい
い

 

・ 旅行
りょこう

に行きたい
い

 

 

など 



２、「サービス利用
りよう

計画
けいかく

」について 

「これからやってみたいこと」の中
なか

から1つ選んで
えら

「サービス利用
りよう

計画
けいかく

」を作って
つく

みましょう。（サービス利用
りよう

計画
けいかく

の例
れい

を参考
さんこう

にしてみましょう） 

① はじめに「目標
もくひょう

」の欄
らん

に、「これからやってみたいこと」の中
なか

から一つ
ひと

選んで
えら

入れます
い

。 

② 「目標
もくひょう

に必要
ひつよう

なこと」を考えて
かんが

みましょう。（それをするのに必要
ひつよう

なこ

とを考えて
かんが

みましょう）。分からない
わ

時
とき

はスタッフに聞きましょう
き

。例
れい

を

見て
み

考えて
かんが

もいいです。 

③ 「自分
じぶん

の状態
じょうたい

」は、「自分
じぶん

の生活
せいかつ

をふりかえりましょう！」（生活
せいかつ

チェ

ックシート）を見ながら
み

、書き入れます
かき  い

。書き方
か   かた

が、分からない
わ

時
とき

はス

タッフに聞きましょう
き

。例
れい

を見て
み

考えて
かんが

もいいです。 

④ 「どうしたらできそう？」は、できないことがあれば、何
なに

を助けて
たす

もら

ったらできそうか書いて
か

みましょう。 

⑤ 「助けて
たす

くれる人
ひと

・回数
かいすう

・場所
ばしょ

など」は、パソコンでも調べて
しら

みましょ

う。パソコンの使い方
つか  かた

、調べ方
しら  かた

の方法
ほうほう

は、近く
ちか

にいるスタッフに聞いて
き

みましょう。 

 

３、「週間
しゅうかん

サービス利用表
りようひょう

」について 

「サービス利用
り よう

計画
けいかく

」の「助けて
たす

くれる人
ひと

・回数
かいすう

・場所
ばしょ

など」の欄
らん

から、福祉
ふくし

サ

ービスの項目
こうもく

があれば、「週間
しゅうかん

サービス利用表
りようひょう

」に時間
じかん

と種類
しゅるい

を記入
きにゅう

します。 

 

おわりに 

サービスや制度
せいど

の利用
りよう

を考えて
かんが

いく中
なか

で、「何
なに

を助けて
たす

もらいたいのか」「自分
じぶん

で

どこまでできるのか」など、自分
じぶん

の今
いま

の環境
かんきょう

や生活
せいかつ

を振り返り
ふ   かえ

、今後
こんご

の生活
せいかつ

に

向けて
むけて

考えて
かんが

いく機会
きかい

になればと思います
おも

。 


